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朝
夕
に
一
段
と
冷
え
込
む
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
の
学
校
祭
に
は
多
数
ご
来

校
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
授
業
や
部
活
動
と
並
行
し
な
が
ら
の
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は

昨
年
に
も
増
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活

動
す
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
や
各
学
年
、
文
化
系
部
の
創
意
を

凝
ら
し
た
企
画
、
響
き
合
う
合
唱
や
プ
ロ

の
指
導
に
よ
る
壁
新
聞
制
作
、
意
見
発
表

な
ど
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
各
種
催
し
物
で
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
部
活
動
後
援
会
、
ポ
パ

イ
の
会
、
つ
く
も
園
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、

生
徒
に
と
っ
て
も
感
動
深
い
思
い
出
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
校
い
た
だ

い
た
ご
来
賓
や
お
隣
り
の
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

の
皆
様
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

さ
て
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
悲
惨
な
事

件
や
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
昨
今
で
す
。

学
校
で
も
、
指
導
の
在
り
方
や
家
庭
教
育

の
在
り
方
、
生
徒
の
安
全
や
規
範
意
識
な

ど
を
巡
る
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
節
目
の
行
事

を
生
徒
と
保
護
者
、
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今

後
の
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
へ
の
大
き
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校
長　

丸　

山　

隆　

司

6 金 2学期中間テスト
中間生徒総会
士別市意見発表大会(文化センター）

7 土 全道中学校野球大会（滝川市）～9日
士別市中高生ボランティアスクール

9 月 体育の日
2学年親子行事

11 水 ＡＥＴ

12 木 ＡＥＴ
学力テスト（総合Ｂ）
校内研修日

13 金 全協・常任委員会
英語検定

14 土 名寄地区理事長杯バスケットボール
大会15 日 名寄地区理事長杯バスケットボール
大会16 月 ３年高校説明会

17 火 ＡＥＴ
中文連意見発表大会（東神楽中）

18 水 ＡＥＴ

19 木 臨時休業
上教研士別地区研究大会（士中・南
小）20 金 定例職員会議

22 日 上川管内新人戦剣道大会（啓北中）

25 水 教育相談①
初任者研修非常勤講師離任式

26 木 教育相談②

27 金 市内小中学校音楽発表会
教育相談③

29 日 吹奏楽部定期演奏会
片平杯卓球大会(和寒）

30 月 教育相談④

31 火 ＡＥＴ
教育相談⑤

各
種
大
会
結
果

学 
校 
祭 

を 

終 

え 

て

学 

校 
祭 

を 

終 

え 

て
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

 
 

学
校
祭
を
取
り
組
む
過
程
で
は
、
吹
奏

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
「
コ
ス
モ
ス
苑
」

訪
問
や
、
全
校
生
徒
に
よ
る
「
ボ
ヌ
ゥ
ー

ル
」
「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」
合
唱
訪
問
も
実

現
し
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の
心
を
込
め
て
皆

様
と
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

 
 

去
る
九
月
二
十
七
日
に
は
、
川
西
有
機

農
業
研
究
会
・
足
利
和
茂
会
長
さ
ん
の
ご

指
導
で
、
一
年
生
が
川
西
の
丘
フ
ッ
ト
パ

ス
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
を
体
験
し
、
生
命

を
は
ぐ
く
む
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
か
か
わ

る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
九
月
三
十
日
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ポ
パ
イ

の
会
、
部
活
動
後
援
会
、
生
徒
な
ど
約
一

五
〇
人
が
、
造
園
業
を
営
む
菊
地
昭
通
さ

ん
の
ご
指
導
で
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
苗
植
え
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

 
 

今
月
は
、
各
企
業
や
施
設
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
二
年
生
が
職
場
体
験
を
行
い

ま
す
。

　

「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
」
（
キ
ン
グ
ス
）
と
い

う
学
校
祭
テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
た
生
徒
の

熱
い
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
生
徒
や

保
護
者
の
願
い
に
応
え
る
学
校
づ
く
り
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

や
社
会
体
験
、
人
々
と
の
か
か
わ
り
を
深

め
る
教
育
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

行事予定

安藤英治PTA会長

　　　　　の挨拶

重機で芝はがし元気に育って！　芝桜の苗植え

くっきり浮き出た

　　　ＭＩＮＡＭＩの文字

足
利
和
茂
会
長
さ
ん

１年総合
川西の丘

フ
ッ
ト
パ
ス
体
験

　

起
伏
の
激
し
い

　

五
キ
ロ
の
道
の
り

いも掘り体験

□
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
大
会

　
　

優
勝　

小
室
雅
友

　
　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

　
　

十
月
二
十
七
日
か
ら

　
　

神
奈
川
県
で
行
わ
れ

　
　

る
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ

　
　

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

　
　

ま
す
。
健
闘
を
祈
っ
て
い
ま
す
！　

□
第
二
十
四
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

一
年
生
の
部

　
　

一
位　

井
上
亮
平　

二
位　

米
田
翔
平

　
　

三
位　

大
津
達
也　

四
位　

山
崎
滉
貴

　
　

五
位　

福
井
博
登　

六
位　

西
村
亮
大

　

二
年
生
の
部

　
　

二
位　

谷
口
航
基

□
第
十
三
回
北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　
　

五
位　

谷
口
航
基　

四
〇
〇
Ｍ

□
第
三
十
五
回
南
宗
谷
線
中
学
校
新
人
野
球
大
会

　
　

優
勝

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
戦
士
別
地
区
代
表
選
考
会

　
　

三
位　

馬
場
麻
里
沙
・
佐
々
木
梢
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
川
管
内
大
会
出
場
）

□
北
海
道
硬
式
卓
球
選
手
権
名
寄
地
区
予
選
会

　
　

混
合
ダ
ブ
ル
ス 

三
位 

白
坂
弘
・
乗
田
胡
桃
組

　
　

ジ
ュ
ニ
ア
男
子 

二
位 

白
坂
弘

□
名
寄
地
区
中
学
新
人
戦
卓
球
大
会

　
　

優
勝　

男
子
団
体

　
　

一
位　

白
坂　

弘　

二
位 

浅
野
祥
太

　
　

三
位　

工
藤
昌
裕　

三
位　

栗
城
大
輝

　
　

三
位　

戸
口
亜
美
（
以
上
全
道
大
会
出
場
）

□
環
境
対
策
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞　

福
井
博
登

　
　

優
秀
賞　

平
塚
章
吾　

米
田
翔
平

ジャベリックスロー

で優勝した小室君
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～仲間への感謝 信頼の証～
Ｋ････希望あふれる学校へ
Ｉ････日本で１番の学校へ
Ｎ････ノリの良い学校へ
Ｇ････頑張れる学校へ
Ｓ････信頼のもてる学校へ

校
祭祭

学学
校校
祭
校
学

　
全
校
生
徒
が
待
ち
に
待
っ
た
学
校
祭
。
南

中
三
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る
学
校
祭
を
全
校

二
五
五
名
の
力
で
成
功
さ
せ
よ
う
と
生
徒
会

役
員
が
呼
び
か
け
、
毎
日
遅
く
ま
で
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
」
〜
仲
間
へ
の
感

謝
　
信
頼
の
証
〜
を
テ
ー
マ
に
、
全
校
生
徒

が
互
い
を
信
じ
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
学
校
祭
に
し
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
会
の
企
画
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

□
赤
い
ハ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

□
生
徒
会
企
画
①

メッセージがハートでつくった文字
真剣に考える解答者

□
生
徒
会
企
画
②

 

◎
女
装
男
装
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
男
装
に
七
組
、
女
装
に

　
十
一
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

　
ま
し
た
。

　
優
勝
（
男
装
）

　
　
木
村
依
美
利

　
　
佐
々
木
郁
美

　
優
勝
（
女
装
）

　
　
村
　
　
竜
次

　
　
堀
江
　
佑
太

 

◎
個
人
芸
能
発
表

　
　
生
徒
達
の
バ
ン

　
ド
や
カ
ラ
オ
ケ
は

　
短
い
練
習
時
間
で

　
し
た
が
、
と
て
も

　
上
手
で
し
た
。

　
　
教
職
員
の
恒
例

　
の
バ
ン
ド
、
特
別

　
出
演
で
Ａ
Ｅ
Ｔ
の

　
コ
リ
ン
先
生
の
三
味
線
の
華
麗
な
演
奏

　
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
大
拍
手
で
し
た
。

　
　
最
後
に
男
子
生
徒
六
名
の
ア
ク
ロ
バ
ッ

　
ト
で
個
人
芸
能
が
終
わ
り
ま
し
た
。

□
閉
会
式

　
学
年
企
画

 

◎
第
一
学
年

　
　
約
一
万
羽

　
の
折
り
紙
で

　
つ
く
っ
た
鶴

　
の
モ
ザ
イ
ク

　
画
で
す
。

組 組

「
つ
る
で
つ
る
を

　

つ
く
る
プ
ロ
ジ

　

ェ
ク
ト
」

和
太
鼓
演
奏

 

◎
第
二
学
年

　
　
三
種
類
の
踊
り
や
太
鼓
に
汗
だ
く
に
な
っ

　
て
頑
張
り
ま
し
た
。

ピ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

　
　
　
ダ
ン
ス

 

◎
第
三
学
年

　
　
創
作
料
理
の
模
擬
店
・
『
南
中
神
社
』

　
と
石
庭
そ
し
て
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
（
３
Ｃ
）

　
な
ど
、
さ
す
が
三
年
生
と
い
う
工
夫
が
見

　
ら
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

雷
お
こ
し
、
ど
ら
焼
き
は

い
か
が
で
す
か
・
・
・

男装
エッ本物? 女装

 ご協力ありがとうございました
 　　　　　   賽銭箱 3,404円
 合計6,214円　お　守 1,360円
　　 　   　　おみくじ1,450円
　赤い羽根共同募金に寄付させて
 いただきます。

｛

コリンさん
　Very Nice!!

石庭と神社
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
も
学
校
祭
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
◎
バ
ザ
ー
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
委
員
会
）

　
◎
ゲ
ー
ム
・
食
べ
物
（
ポ
パ
イ
の
会
）

　
◎
友
愛
セ
ー
ル
（
部
活
動
後
援
会
）

友
愛
セ
ー
ル
で
野

菜
の
販
売

射的　難しい！

綿あめ、ウィンナーはいかが

冷
た
い
飲
み
物

あ
り
ま
〜
す

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
大
活
躍

　
商
店
街
や
地
域
・
保
護
者
の
皆
様
か
ら
友

愛
セ
ー
ル
に
野
菜
や
品
物
等
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
忙
し
い
中
ご
来
校
い
た
だ
き
、

ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

作
品
展
示

美
術
・
技
術
・

家
庭
科
・
書
道

美術部作品
ブラックライトで
目が牙が光る！

どのクラスも取材や編
集に時間をかけ、取り
組んだ力作です。

壁新聞

作詞　生徒会役員　作曲　村山　望

　ＫＩＮＧＳを歌う生徒会役員

　
意
見
発
表
会

　
★
最
優
秀
賞
　
菊
地
咲
希

　
★
優 

秀 

賞
　
菅
沼
　
唯

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
友
紀

　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
★
金
賞
　
３
Ａ
・
３
Ｃ
・
２
Ｃ

　
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

　
★
金
賞
　
１
Ａ
・
２
Ａ
・
３
Ａ

学校作品

自分の発表を待つ弁士の皆さん

　
閉
会
式
で
は
、
こ
の

学
校
祭
の
成
功
に
向
け

て
頑
張
っ
て
き
た
思
い

や
生
徒
会
役
員
と
し
て

苦
労
し
た
こ
と
な
ど
、

生
徒
会
役
員
一
人
一
人

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
彼
ら
自
ら
が

作
詞
し
た
曲
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
Ｓ
」
に
も
そ
の
思
い

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
が
ハ
ー
ト
に
書
い

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
模
造
紙
に
貼

り
つ
け
、
テ
ー
マ
を
つ
く
り
ま

し
た
。
こ
の
ハ
ー
ト
に
は
、
生

徒
一
人
一
人
が
ふ
だ
ん
言
え
な

い
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
書

き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
三
種
類
の
学
級
対
抗
の
ゲ
ー

ム
で
得
点
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。
中
で
も

「
絶
叫
・
聖
徳
太
子
」
と
い
う
あ
る
爆
発

的
人
気
の
ゲ
ー
ム
の
一
つ
に
あ
る
も
の
で
、

三
人
が
同
時
に
言
っ

た
言
葉
を
当
て
る
ゲ

ー
ム
で
す
。
単
純
な

ゲ
ー
ム
で
す
が
、
こ

れ
が
結
構
難
し
く
、

な
か
な
か
三
人
の
言

っ
た
こ
と
が
当
て
ら

れ
な
い
で
手
こ
ず
っ

て
い
ま
し
た
。


